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令和４年度 教職課程の自己点検・評価報告書 
 

令和６年２月 

岡山県立大学 

 

はじめに 

本学は、保健福祉学部（看護学科、栄養学科、現代福祉学科、子ども学科）、情報工学部（情報通

信工学科、情報システム工学科、人間情報工学科）及びデザイン学部（ビジュアルデザイン学科、

工芸工業デザイン学科、建築学科）の３学部 10 学科の総合大学である。このうち、栄養学科及び

子ども学科において、所定の教職課程の単位を修得することで、それぞれ栄養教諭第一種免許状及

び幼稚園教諭第一種免許状を取得することができる。 

大学の教職課程の質を向上していくためには、特に、自らの責任で自大学の教職課程の様々な活

動について点検・評価を行い、その結果をもとに改革・改善に努めることが必要である。このため、

教育職員免許法施行規則（昭和 29年文部省令第 26号）が改正され、令和４年４月より、教職課程

の自己点検・評価の実施とその結果の公表が義務化されたところである。 

また、同規則の改正に伴い、本学のように複数の教職課程を設置する大学においては、全学的に

教職課程を実施する組織体制の整備も義務化されたところである。これに対応する組織として、本

学では、教育研究を所掌する大学運営委員会（常任委員会）の下に、専門委員会及び部会を設置し

ている。 

このたび、令和４年度を対象に本報告書を作成するに当たり、文部科学省の「教職課程の自己点

検・評価及び全学的に教職課程を実施する組織に関するガイドライン」（令和３年５月７日付け、教

職課程の質保証のためのガイドライン検討会議）において示された「教育課程の自己点検・評価の

観点の例示」（別表）について自己点検・評価を行った。栄養教諭及び幼稚園教諭に関する本学の教

育目標に掲げた人材が養成できるよう、学生が必要な資質・能力を身に付ける観点から教職課程が

最適化できているかどうか、学修者目線で自己点検・評価を行うことが期待されている。 

 

１ 教育理念・学修目標 

(1) 教員の養成の目標及び当該目標を達成するための計画の策定状況 

［現状］ 

「人間尊重と福祉の増進」の大学理念の下、栄養教諭及び幼稚園教諭の教職課程では、学科

のディプロマ・ポリシー（以下「ＤＰ」という。）を踏まえて、それぞれ次のとおり教育目標

を定め、課程認定を受けている栄養学科及び子ども学科における教職教育科目のカリキュラ

ム・ポリシー（以下「ＣＰ」という。）を計画として本学ウェブサイトや履修案内において公

表している。 

 

＜栄養教諭養成の教育目標＞ 

人の健康の維持・増進、病気の予防・治療へと応用できる人材育成の目的に基づき、学

校においては児童生徒の健全な人間形成を支えるために食育を中心とした教育能力を備

えた栄養教諭の養成を目指している。 

 

＜幼稚園教諭養成の教育目標＞ 

人間・健康・社会・教育における幅広い知識と論理的な思考力を身に付け、子どもに対

して具体的・実践的な指導・支援ができるとともに、子どもの育ちと学びを家庭や地域と

の関係の中で捉えることができ、多様な文化や価値観を受け入れて特別な支援を必要とす

る子どもへの理解と支援の力を持った幼稚園教諭の養成を目指している。 

 

［評価結果］ 



2 

  特に問題なし。 

 

(2) 教員の養成の目標及び当該目標を達成するための計画の策定プロセス 

［現状］ 

   本学において全学的な観点から教職課程を運営する組織体制は、次のとおりである。 

 

 

    大学運営委員会    教務学部専門委員会    栄養教諭教職課程部会 

                            幼稚園教諭教職課程部会 

 

 

委員会・部会 所掌事項 構成 

大学運営委員会 教育研究（学部、大学院及び共通教育）、図書館、

国際交流、大学間連携、高大連携、学生生活、就

職、厚生補導、産学官連携、地域連携、国際連携、

外部資金獲得、公開講座、各部局間の連絡調整に

関する事項、その他本学の運営に関する事項で学

長が必要と認める事項 

学長 

各副学長 

各学部長 

共通教育部長 

附属図書館長 

各センター長 

事務局長 

 

教務学部専門委

員会 

(1) 教育課程の編成についての具体的事項 

(2) 履修案内及びシラバスの作成に関する事項 

(3) 授業科目の履修についての学部間の連絡調

整に関する事項 

(4) 単位制に関する事項 

(5) 学業成績の評価に関する事項 

(6) 卒業認定の制度に関する事項 

(7) その他教務に関し大学活動委員会から付議

された事項 

委員長 

学部 10（学科教授各

１） 

共通教育部１（教授）、

地域創造戦略センタ

ー１（教授） 

教育開発センター１

（教授） 

事務局２（教学課長、

教務班長） 

 

栄養教諭教職課

程部会 

(1) 栄養教諭教職課程に係る教育課程の編成、履

修案内・シラバス・履修カルテの作成等に関す

る事項 

(2）その他栄養教諭教職課程に関し教務学部専門

委員会から付議された事項 

栄養学科長及び教務

学部専門委員会委員

並びに栄養教諭教職

課程関係教員のうち

から学長指名 

 

幼稚園教諭教職

課程部会 

 

(1) 幼稚園教諭教職課程に係る教育課程の編成、

履修案内・シラバス・履修カルテの作成等に関

する事項 

(2）その他幼稚園教諭教職課程に関し教務学部専

門委員会から付議された事項 

子ども学科長及び教

務学部専門委員会委

員並びに幼稚園教諭

教職課程関係教員の

うちから学長指名 

 

 

教職課程の教育目標や教職教育科目のＣＰについては、栄養教諭教職課程部会及び幼稚園教

諭教職課程部会において原案を作成する。これらの部会の上部組織である教務学務専門委員会

において審議し、さらに上部の組織である大学運営委員会において審議・決定する。 

なお、教育目標や教職教育科目のＣＰは、栄養教諭においては「栄養教諭の資質能力に関す

る指標（岡山市版・採用時）※岡山県共通」、幼稚園教諭においては「岡山市の教員等の資質能
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力に関する指標【就学前】」に示された「教職に必要な資質」等との整合を図っている。また、

教育実習に関しては、岡山県教育委員会等から派遣された特別講師から指導や講評を受けてお

り、教諭の採用権者の意見も参考にするようにしている。 

 

［評価結果］ 

 特に問題なし。 

 

(3) 教員の養成の目標及び当該目標を達成するための計画の見直しの状況 

［現状］ 

 教職課程の教育目標は、学科のＤＰを踏まえて定めているところ、大学の内部質保証活動と

して、４年次生に対する学科ＤＰの達成度についてアンケート調査を行い、自己点検・評価を

行う。その結果、教員養成に係る計画等の改善が指摘された場合は、大学として改善方針を決

定し、栄養教諭教職課程部会及び幼稚園教諭教職課程部会等において具体的な対策を検討・実

施することとしている。 

 

［評価結果］ 

内部質保証活動が、学科レベルの調査結果に基づくものにとどまっており、教職課程に関す

るＩＲのあり方について検討する必要がある。 

 

〇根拠となる資料及びデータ 

・栄養学科ＤＰ、子ども学科ＤＰ 

・栄養学科ＣＰ、子ども学科ＣＰ 

  ・教員の養成の状況 

  ・岡山県立大学委員会設置規程 

  ・岡山県立大学委員会専門委員会細則 

  ・岡山県立大学教務学部専門委員会栄養教諭教職課程部会要領 

  ・岡山県立大学教務学部専門委員会幼稚園教諭教職課程部会要領 

・栄養教諭：採用時に求める指標（岡山県と岡山市共通） 

・幼稚園教諭：岡山市の教員等の資質能力に関する指標【就学前】 

  ・教育年報 2022 ﾃ-34 

 

２ 授業科目・教育課程の編成実施 

(1) 複数の教職課程を通じた授業科目の共通開設など全学的な教育課程の編成状況 

［現状］ 

栄養教諭及び幼稚園教諭の両教職課程を通じた共通の授業科目の開設はないが、栄養学科の

教職課程における「教育基礎論」「特別支援教育概論」等の授業科目は、子ども学科の教員が担

当し、子ども学科の特色を生かした授業を行っている。 

なお、教職課程の編成に当たっては、栄養教諭教職課程部会と幼稚園教諭教職部会との間で

緊密な連絡体制をとって必要な調整を行っている。 

 

［評価結果］ 

 特に問題なし。 

 

(2) 教職課程の授業科目の実施に必要な施設・設備の整備状況 

［現状］ 

ＩＣＴの活用指導力育成のための授業「コンピュータ演習 I」「コンピュータ演習Ⅱ」では、

学生一人一人にパソコンが使用できる教室が用意されている。また、教室等に無線ＬＡＮのア

クセスポイントを整備し、オンライン授業等に対応できるようにしている。さらに、学科学生

用にパソコン５台を設置し、学生が自由に活用できるようにしている。加えて、パソコンが不

足した場合には、貸し出し用のノートパソコン１台を用意している。 

https://www.oka-pu.ac.jp/guide/page-15433/page-342/page-30886/
https://www.oka-pu.ac.jp/guide/page-15433/page-342/page-30886/
https://www.oka-pu.ac.jp/guide/page-15433/page-342/page-30888/
https://www.oka-pu.ac.jp/guide/page-15433/page-342/page-30888/
https://www.oka-pu.ac.jp/guide/page-162/page-303/
https://www.oka-pu.ac.jp/kiteidata/act/frame/frame110000013.htm
https://www.oka-pu.ac.jp/kiteidata/act/frame/frame110000014.htm
https://www.oka-pu.ac.jp/cms/wp-content/uploads/2023/06/kyouikunenpou2022.pdf
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栄養教諭については、模擬授業用の特別な教室はないが、一般教具、板書指導、視聴覚等で

利用する指導上必要な機器などは整備されている。また、ＩＣＴ機器を給食時放送や食に関す

る指導の模擬授業等で利用するなど、食に関する指導の実践力の向上に努めている。幼稚園教

諭についても、模擬保育用の特別な教室はないが、模擬保育の際に「遊戯室」「リズム・ダンス

室」等を活用するほか、ＩＣＴを幼児向け教材作成や保育に関する視聴覚教材として活用する

など、幼児教育・保育の実践力の向上に資する環境の確保に努めている。 

図書館には、栄養教諭関連の食育図書、学校給食関連の雑誌、幼稚園教諭関連の図書・雑誌

が設置され、学科内には、「教職コーナー」として書棚を設置し、教育時報、教育関連図書、最

新の教育指導要領・解説、文部科学省の発行物、教員採用試験情報等の整備を行い、常に新し

い情報を得られるようにしている。 

 

［評価結果］ 

  特に問題なし。 

 

(3) 教育課程の体系性 

［現状］ 

教職の基礎的理解から実践力育成までの体系性を保つことできるよう、栄養教諭では、「教育

基礎論」を導入科目として「教育の基礎的理解に関する科目」群から履修し始め、「栄養にかか

る教育に関する科目」である「学校栄養教育論」の専門的な科目や指導法に関する科目を履修

し、教育実践に関する科目である「学校栄養教育実習」「教職実践演習」を履修できるようカリ

キュラムが構成されている。また、栄養教諭の専門性である学校給食管理の授業科目及び臨地

実習を、「栄養にかかる教育に関する科目」「学校栄養教育実習」より前に開講することとし、

教育に関わる意欲や動機付けを高めるように配置している。 

幼稚園教諭では、１・２年次に「教育の基礎的理解に関する科目」群から「教育基礎論」「教

育心理学」等、「領域及び保育内容の指導法に関する科目」群から「幼児と人間関係」「保育内

容総論」等の教育の基礎や保育内容、指導法を履修し、３年次に「教育実践に関する科目」で

ある「教育実習指導」「教育実習」、４年次に「保育・教職実践演習」等を履修できるカリキュ

ラムとなっている。また、「大学が独自に設定する科目」群から「音楽Ⅰ」「総合表現」等が履

修でき、より専門性が高められるような授業配置になっている。 

 

［評価結果］ 

 特に問題なし。 

 

(4) ＩＣＴの活用指導力など、各科目を横断する重要な事項についての教育課程の体系性 

［現状］ 

基礎的なＩＣＴ能力育成と教育現場での実践力を育成するため、栄養教諭の教職課程では、

共通教育科目の「コンピュータ演習 I」と専門科目の「健康情報演習」を１年次で、専門科目

の「教育方法論」を２年次で、幼稚園教諭の教職課程では、共通教育科目の「コンピュータ演

習 I」「コンピュータ演習Ⅱ」を１年次で、専門科目の「幼児教育方法論」を４年次で履修し、

情報機器の操作や活用方法を学ぶことになっている。 

 

［評価結果］ 

 特に問題なし。 

 

(5) キャップ制の設定状況 

［現状］ 

保健福祉学部では、１年間に登録することができる単位数の上限を 56 単位とし、当該単位

数には、教職教育科目の単位は含めないこととしている。 

なお、授業の事前学修や事後学修の時間を含み充実した学修成果を挙げられるよう、シラバ

スに各科目の授業計画、参考図書及び時間外学習の進め方を明示するとともに、新入生のガイ
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ダンスにおいても指導を行っている。 

 

［評価結果］ 

 特に問題なし。 

 

(6) 教育課程の充実・見直しの状況 

［現状］ 

大学の内部質保証活動として、卒業生がＤＰを達成しているか、客観的指標として最終累積

ＧＰＡの分布を確認しているほか、主観的な指標として４年次生対象のアンケート調査を実施

し、自己点検・評価の上、必要に応じて改善を行うこととしている。 

また、教職科目に関して、免許状取得のために必要な科目を必ず含んでいるか、教務学部専

門委員と教職専任教員が必ずシラバスの確認を行い、必要があれば修正を行わせている。 

 

［評価結果］ 

   特に問題なし。 

 

(7) 個々の授業科目の到達目標の設定状況 

［現状］ 

個々の授業科目の到達目標は、各授業担当者がシラバスにおいて明記している。学習指導要

領の改訂等に合わせて、授業担当教員が改訂された内容やその背景等をシラバスに反映させる

ようにしており、適切に反映されているか、教務学部専門委員と教職専任教員が必ずシラバス

の確認を行うようにしている。 

 

［評価結果］ 

 特に問題なし。 

 

(8) シラバスの作成状況 

［現状］ 

シラバスは、「シラバス作成の手引」によりウェブによる作成・提供を行っている。システム

登録時のマニュアルに従い、授業担当教員が「授業概要」「授業計画」「授業評価」を登録する。

「アクティブ・ラーニングに関する事項」「実務経験に関する事項」について該当する場合は、

記載し学生に知らせている。「備考欄」で授業形態等を学生に示し、「到達目標」「成績評価基準」

「時間外学習」を記載している。実習演習科目では「ルーブリック」添付も推奨されている。

「資格等に関する事項」では、教育職員免許法施行規則に定める科目のカテゴリーを明記し授

業科目の位置付けを示している。教員が使用するシラバス入力システム中の各記載項目におい

て、不十分な内容のままでの登録・公開を防ぐため、教務学部専門委員が確認・修正の上、登

録・公開することとしている。 

 

［評価結果］ 

 特に問題なし。 

 

(9) アクティブ・ラーニングやＩＣＴの活用など新たな手法の導入状況 

［現状］ 

アクティブ・ラーニングについて、ペア学習、グループ学習、体験学習など、学生が主体的

に学ぶことができる手法を取り入れており、令和４年度の学部専門の講義科目への導入率は、

栄養学科が 86％、子ども学科が 100％となっている。 

全専任教員を対象とした相互授業参観において、アクティブ・ラーニングの活用の観点から

意見・助言を受けることで、工夫や改善につなげているほか、シラバス上では、作成の手引き

に基づき、全授業科目において、その到達目標に応じて導入しているアクティブ・ラーニング
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の手法を明記することとしている。 

また、全学情報システム（教務系）や Teams等を利用し、オンライン授業であっても、双方

向性を高める活動や、授業後の自主学習・振り返りを促すなど、ＩＣＴの効果的な活用に取り

組んでいる。 

 

［評価結果］ 

 特に問題なし。 

 

(10) 個々の授業科目の見直しの状況 

［現状］ 

大学で実施している授業改善アンケート結果を教育開発センターが集計しており、学部平

均・学科平均、昨年度実績と合わせて、各学部長・学科長へ、さらに各授業担当教員へフィー

ドバックして見直しを図っている。集計結果の概要については、教育年報で公表されている。 

 

［評価結果］ 

 特に問題なし。 

 

(11) 教職実践演習及び教育実習等の実施状況 

［現状］ 

教職実践演習では、蓄積された履修カルテをもとに、教員に求められる力量について振り返

りを行い、客観的に各自の達成状況や自己課題の確認を行っている。また、自治体や専門機関

の協力の下、教育現場の課題や地域との連携等を学ぶことができるようにしている。例えば、

栄養教諭では、県教育委員会等担当者と学校教育現場でのコンプライアンスについて協議する

機会や、学校給食をインターンシップにて体験的に学習する機会を設けている。幼稚園教諭で

は、学生が総社市と岡山フィルハーモニック管弦楽団と連携して「子どものための音楽会」を

企画・運営・実施する機会を設けている。 

教育実習では、学生の配置、事前指導、実習中の指導、事後指導について定期的に協議する

機会を設けているほか、学生に問題が生じた場合には適宜、教育実習担当者等が対応する体制

をとっている。加えて、岡山市教育実習連絡協議会に本学専任教員が毎年参加し、共有された

現場の意見を実施指導に役立てている。なお、本学の教育実習は基本的に総社市、岡山市、倉

敷市の公立学校といった近隣の自治体で実施することとしているが、学生の希望がある場合は、

出身自治体、学校と協議の上、教育実習が実施される。 

 

［評価結果］ 

 特に問題なし。 

 

〇根拠となる資料及びデータ 

  ・2022年度履修案内 1-8、2-4、4-22、4-81 

  ・岡山県立大学履修規程 

  ・教育年報 2022 ｽ-10、ｽ-14、ｽ-19、ﾃ-25、ﾃｰ 34、ﾃｰ 48 

  ・岡山県立大学シラバス(2022 年度) 

  ・シラバス作成の手引き(2023 年度版) 

 

３ 学修成果の把握・可視化 

(1) 成績評価に関する全学的な基準の策定・公表の状況 

［現状］ 

岡山県立大学学則第 34条第２項において授業科目の成績の評語（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）を規

定し、それぞれの評語の基準（定義）を履修案内に定めている。Ｃを授業科目の到達目標の最

低限の水準を達成しているものとして合格とし、到達目標については各授業科目のシラバスに

おいて公表している。 

https://www.oka-pu.ac.jp/cms/wp-content/uploads/2022/06/2022_ch1.pdf
https://www.oka-pu.ac.jp/cms/wp-content/uploads/2022/06/2022_ch2.pdf
https://www.oka-pu.ac.jp/cms/wp-content/uploads/2023/10/dagaku_risyuuannnai2022_4-_20231010%EF%BC%882%EF%BC%89.pdf
https://www.oka-pu.ac.jp/kiteidata/act/frame/frame110000079.htm
https://www.oka-pu.ac.jp/cms/wp-content/uploads/2023/06/kyouikunenpou2022.pdf
https://www.oka-pu.ac.jp/syllabus/2022/index.html
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［評価結果］ 

 特に問題なし。 

 

(2) 成績評価に関する共通理解の構築 

［現状］ 

授業科目ごとに学修成果の評価方針に照らして分布表を用いた分析を行うことにより、適正

な評価が行われているかを確認しており、偏った分布を示した科目については授業担当教員に

対してフィードバックを行い、改善を促している。 

また、成績評価を適正に行い、信頼性を確保するため、到達目標の評価手法としてルーブリ

ックを導入する取組を令和４年度から開始している。 

 

［評価結果］ 

特に問題なし。 

 

(3) 教員の養成の目標の達成状況（学修成果）を明らかにするための情報の設定及び達成状況 

［現状］ 

教員に求められる事項と必要な授業科目について、岡山県・岡山市教育委員会の策定する教

員育成指標等を参考に、指標として設定している。学生は、履修カルテ作成ガイド等に基づき、

１年次で示された当該指標の達成状況を学年ごとに履修カルテに記入し、半期ごとに教員と面

談を行い学年ごとに自己評価を行う。４年次後期に開講する「教職実践演習」では、蓄積され

た履修カルテにより、各学科・コースの教員の指導の下で、教員に求められる力量について振

り返りを行い、客観的に各自の達成状況や課題の確認を行っている。 

なお、教員の養成の状況については、教育職員免許法施行規則第 22条の６に基づき、教員の

養成の目標とともに、卒業者の教員免許状の取得状況や教員への就職状況を公表している。 

 

［評価結果］ 

   特に問題なし。 

 

 (4) 成績評価の状況 

［現状］ 

各授業科目の到達目標については、各授業科目のシラバスで公表し、到達目標の項目ごとに

定期試験や小テストなど到達水準の測定方法を定め、測定方法ごとに評価割合を明らかにして

いる。さらに、より公正で透明な成績評価を行うという観点から、ルーブリックの導入を推奨

しているところであり、令和６年度からは演習、実験、実習及び実技については原則としてル

ーブルリックを作成しシラバスで公表することとしている。 

 

［評価結果］ 

 特に問題なし。 

 

〇根拠となる資料及びデータ 

・岡山県立大学学則 

・2022 年度履修案内 1-6 

・岡山県立大学シラバス(2022年度) 

・教育年報 2022 ﾃ-22 

・成績評価におけるルーブリックの導入について（令和５年２月２日） 

・栄養教諭：履修カルテ作成ガイド及び「必要な資質能力についての自己評価」 

・幼稚園教諭：教職履修カルテ入力マニュアル及び「教職履修カルテ 自己評価シート」 

・教員の養成の状況 

 

https://www.oka-pu.ac.jp/kiteidata/act/frame/frame110000003.htm
https://www.oka-pu.ac.jp/cms/wp-content/uploads/2022/06/2022_ch1.pdf
https://www.oka-pu.ac.jp/syllabus/2022/index.html
https://www.oka-pu.ac.jp/cms/wp-content/uploads/2023/06/kyouikunenpou2022.pdf
https://www.oka-pu.ac.jp/guide/page-162/page-303/
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４ 教職員組織 

(1) 教員の配置の状況 

［現状］ 

教育職員免許法施行規則第 21 条第２項に基づき、変更届の有無について毎年度確認してお

り、届ける際には教職課程における関係法令に基づき必要な教員の配置状況と業績を確認して

いる。非常勤講師については、学部で資格審査を行い、教職科目の指導において適切な業績を

有している者を配置している。 

 

教員の養成に係る組織及び教員の数                  (R4.5.1現在) 

   
栄養教諭 

保健福祉学部栄養学科 

幼稚園教諭 

保健福祉学部子ども学科 

教授 ８人 ３人 

准教授 ４人 ６人 

講師 ２人 １人 

助教 ４人 １人 

助手 － － 

 

［評価結果］ 

 特に問題なし。 

 

(2) 教員の業績等 

［現状］ 

教員が有する学位及び業績並びに各教員が担当する授業科目は「教育研究者総覧」、教員の養

成に係る授業科目、授業科目ごとの授業の方法及び内容並びに年間の授業計画はシラバスで確

認が行われている。非常勤講師については、学部で資格審査を行い、教職科目の指導において

適切な業績を有しているかを判断している。 

 

［評価結果］ 

   特に問題なし。 

 

(3) 職員の配置状況 

［現状］ 

本学の教職課程の総括・連絡調整を行う事務組織として、事務局に教学課教務班を置き、教

務班長の下、教職課程を担当する職員を２名配置し、教職課程部会等の連絡調整、教職課程認

定申請、教育実習の連絡調整、教育職員免許状の申請などを行っている。また、学生の教職課

程履修に関する相談にも、随時対応している。 

 

［評価結果］ 

 特に問題なし。 

 

(4) ＦＤ・ＳＤの実施状況 

［現状］ 

教育開発センターのＦＤ部門において、教育技法・授業手法の開発と評価、講演会方式又は

ワークショップ方式のＦＤ・ＳＤ研修会などを実施して、教育技法を改善し、新たな授業手法

の導入を促す試みを行っている。さらに、教員の相互授業参観を行い、参観後にはより良い授
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業にするための意見交換を行っている。 

 

［評価結果］ 

教職専任教員を対象とするＦＤ研修会はこれまでなく、各教員の自己研鑽に任されるところ

が大きい。教員養成、教育実習に係る課題などについて各課程を越えて取り上げ、情報共有や

協議を行う教職専門ＦＤの機会を設ける必要がある。 

 

(5) 授業評価アンケートの実施状況 

［現状］ 

授業改善アンケートについて全学生を対象に実施している。授業科目ごとの集計結果は、各

学部長・学科長へ、さらに各授業担当教員へフィードバックされ、授業改善に活用してもらう

とともに、組織的（学部・学科・コース・カテゴリー別授業科目単位等）な教育改善の資料と

して用いられている。 

 

［評価結果］ 

 特に問題なし。 

 

〇根拠となる資料及びデータ 

・教育研究者総覧 

・教育年報 2022 ｽ-3、ﾃｰ 25 

 

５ 情報公表 

(1) 学校教育法施行規則（昭和 22年文部省令第 11 号）第 172条の２のうち関連部分、教育職員

免許法施行規則第 22条の６に定められた情報公表の状況 

［現状］ 

   法令で公表が求められた情報は、本学ウェブサイトの「大学案内」のうち「基本情報」及 

び「教育情報の公表」において公表している。 

 

［評価結果］ 

   特に問題なし。 

 

(2) 学修成果に関する情報公表の状況 

［現状］ 

令和４年度の４年次生に対する学科ＤＰの達成度について、アンケートの調査結果や、学科

の卒業生の最終累積ＧＰＡの分布について公表している。 

過去５年間の免許状取得情報は、次のとおりであり、栄養学科では、卒業生定員 40名のとこ

ろ、４～８名が栄養教諭第一種免許状を取得して卒業している。子ども学科では、卒業生全員

が幼稚園教諭第一種免許状を取得して卒業している。 

 

教員免許状取得人数（単位：人） 

卒業年度 栄養教諭 幼稚園教諭 

H30 年度(H31.3卒) ８ 20 

R元年度(R2.3卒) ４ 21 

R2 年度(R3.3卒) ５ 20 

R3 年度(R4.3卒) ５ 20 

https://gdata.oka-pu.ac.jp/search/index.html?lang=ja&template=template
https://www.oka-pu.ac.jp/cms/wp-content/uploads/2023/06/kyouikunenpou2022.pdf
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卒業年度 栄養教諭 幼稚園教諭 

R4 年度(R5.3卒) ６ 21 

 

また、過去５年間の教員への就職人数は、次のとおりであり、これらの情報は本学ウェブサ

イトに公表している。 

 

教員への就職人数（単位：人） 

卒業年度 栄養教諭 幼稚園教諭 

H30 年度(H31.3卒) ５ ５ 

R元年度(R2.3卒) ３ １ 

R2 年度(R3.3卒) ２ １ 

R3 年度(R4.3卒) １ ８ 

R4 年度(R5.3卒) １ ０ 

 

［評価結果］ 

 特に問題なし。 

 

(3) 教職課程の自己点検・評価に関する情報公表の状況 

［現状］ 

令和４年度の４年次生に対する学科ＤＰの達成度についてアンケート調査により確認した

ところ、設問や学科によって差異はあるものの、６割から８割が肯定的に回答しており、卒業

時において学科ＤＰは概ね達成されていると判断している。当該評価内容については、教育年

報 2023 において公表する予定である。 

今後、教職員をはじめとする関係者が協力して教職課程の改善に取り組めるよう、本報告書

を活用して、わかりやすい自己点検・評価の公表に努めることとしている。 

 

［評価結果］ 

  特に問題なし。 

 

〇根拠となる資料及びデータ 

  ・基本情報（教員の養成の状況）、教育情報の公表 

  ・教育年報 2022 ﾃ-34、ﾃ-48 

 

６ 教職指導（学生の受け入れ・学生支援） 

(1) 教職課程を履修する学生の確保に向けた取組の状況 

［現状］ 

学科のホームページ、パンフレット等に栄養教諭課程に関する記載を行い、オープンキャン

パス、進学ガイダンス等においても免許取得に関する説明を行っている。また、教員の養成の

目標と整合のとれたアドミッション・ポリシー（以下「ＡＰ」という。）を掲げて、当該方針に

基づいた入学者選抜を実施している。 

 

［評価結果］ 

特に問題なし。 

https://www.oka-pu.ac.jp/guide/page-162/page-303/
https://www.oka-pu.ac.jp/guide/
https://www.oka-pu.ac.jp/cms/wp-content/uploads/2023/06/kyouikunenpou2022.pdf
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(2) 学生に対する履修指導の実施状況 

［現状］ 

履修案内に免許状を取得するために必要な授業科目の表を明記し、資格取得のための履修方

法や教育実習、教職実践演習等についての説明や注意事項を記載している。また、入学時のオ

リエンテーション時に、履修指導を行い、適切な履修により免許状が取得できるようにしてい

る。 

１年次前期の「フレッシュマンセミナー」の授業では、教職教育課程の概説や「履修カルテ」

の活用方法を指導し、１年次から「履修カルテ」を適切に活用できるようにしている。 

 

［評価結果］ 

特に問題なし。 

 

(3) 学生に対する進路指導の実施状況 

［現状］ 

栄養学科及び子ども学科では、低学年から、自治体における教諭の採用試験の模擬試験につ

いて案内や本学での実施を行っているほか、教員募集案内の掲示や、県内・県外の学校、幼稚

園等のパンフレット等の提示を行っている。４年次には、教職専任教員等から個別に採用試験

対策を実施するなど、学科としてキャリア支援体制を構築している。 

加えて、キャリア・学生生活支援センターのキャリア形成支援部門主催の「県大吉備塾」に

おいて、学校や幼稚園等に就職した卒業生をゲストスピーカーとして招き、学生が教育の専門

性や充実感等についての講義を聴く機会を設け、学生の進路選択に役立てている。 

 

［評価結果］ 

 特に問題なし。 

 

〇根拠となる資料及びデータ 

・大学案内 2023 

・栄養学科ＨＰ、子ども学科ＨＰ 

・栄養学科ＡＰ、子ども学科ＡＰ 

・履修案内 2022 4-22、4-24、4-78、4-81 

・栄養教諭：履修カルテ作成ガイド 

・幼稚園教諭：教職履修カルテ入力マニュアル 

・教育年報 2022 ｾ-1 

 

７ 関係機関等との連携 

(1) 教育委員会や各学校法人との連携・交流等の状況 

［現状］ 

「県大そうじゃ子育てカレッジ」や総社市を拠点とした地域連携の多様なプログラムの開

発・実践を通して、授業や教材開発等の質的改善につなげている。その他、県教育委員会指導

主事等が、地域の教育課題や教員育成指標を踏まえた講話を授業で行っている。さらに、栄養

学科では、総社地食べ学校給食センターが主催する学校給食展において、学生が地域での食育

ボランティアとして体験できる機会を提供し交流を図っている。 

 

［評価結果］ 

   特に問題なし。 

 

(2) 教育実習等を実施する学校との連携・協力の状況 

［現状］ 

学生に対して岡山県教育委員会が実施する「教師への道」研修への参加を奨励し、学校や子

https://www.oka-pu.ac.jp/faculty/welfare/nutrition/
https://www.oka-pu.ac.jp/faculty/welfare/child/
https://www.oka-pu.ac.jp/exam/page-15832/page-3335/
https://www.oka-pu.ac.jp/exam/page-15832/page-3335/
https://www.oka-pu.ac.jp/cms/wp-content/uploads/2023/10/dagaku_risyuuannnai2022_4-_20231010%EF%BC%882%EF%BC%89.pdf
https://www.oka-pu.ac.jp/cms/wp-content/uploads/2023/06/kyouikunenpou2022.pdf
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どもの実態の把握、他の教職課程学生との交流を通じて、教育実習がより充実したものになる

よう努めている。 

また、４年次のみならず、低学年から、近隣の小学校・幼稚園等でのボランティアや、放課

後児童クラブにおける学習支援ボランティアへの参加を奨励し、現場体験ができる機会を積極

的に提供している。 

 

［評価結果］ 

特に問題なし。 

 

(3) 学外の多様な人材の活用状況 

［現状］ 

栄養学科では、卒業生を含む、学校に所属する栄養教諭や近隣諸学校の校長を授業のゲスト

スピーカーとして招き、現場での取組やトピックの紹介をいただいている。 

子ども学科では、幼児教育・保育の質的向上を目的に、学生だけなく、卒業生を含む幼稚園

教諭、その他の幼児教育・保育に携わる方を招き、「県大そうじゃ子育てカレッジ」と連携して

「保育ステップアップ講座」を開催している。 

 

［評価結果］ 

 特に問題なし。 

 

〇根拠となる資料及びデータ 

・県大そうじゃ子育てカレッジ 

 

おわりに 

 本報告書は、栄養教諭教職課程部会及び幼稚園教諭教職課程部会において原案を作成し、その上

部組織である教務学部専門委員会、さらにその上部組織である大学運営委員会における審議を経て、

令和６年２月に評価委員会において決定したものである。 

本報告書の評価結果において課題とされた内容は、ＰＤＣＡサイクルの（Check）の段階のもので

ある。今後、本学の内部質保証推進体制の下、評価結果に基づく改善方針について、内部質保証推

進会議における立案（Action、Plan）、大学運営委員会における決定（Do）へと議論を進めることと

なる。改善方針については、栄養教諭教職課程部会及び幼稚園教諭教職課程部会へフィードバック

され、改善方針に沿った具体的な対策については、当該部会等において検討を行い、栄養学科及び

子ども学科において実施されることとなる。 

なお、教職課程の自己点検・評価については、原則として毎年度実施することとする。 

  

https://www.oka-pu.ac.jp/research/page-31030/page-1128/
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＜本学の内部質保証推進体制図＞ 
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教職課程の自己点検・評価の観点の例示 

 

 下表の内容は、文部科学省の「教職課程の自己点検・評価及び全学的に教職課程を実施する組織

に関するガイドライン」（令和３年５月７日付け、教職課程の質保証のためのガイドライン検討会

議）において示された「教職課程の自己点検・評価の観点の例示」を一覧表にまとめたものである。 

 

 レベル 項目 観点の例示 

①
教
育
理
念
・
学
修
目
標 

学科等 教員の養成の目標及び当

該目標を達成するための

計画の策定状況 

具体的かつ明確な形で設定されているか、教員の養

成の目標及び卒業認定・学位授与の方針との関係が

必要に応じて意識されているか 等 

教員の養成の目標及び当

該目標を達成するための

計画の策定プロセス 

学生や採用権者の意見の考慮、岡山県・岡山市教育

委員会の策定する教員育成指標との関係性の考慮

が行われているか 等 

教員の養成の目標及び当

該目標を達成するための

計画の見直しの状況 

一人一人の学生が教職課程での学修を通じて得た

自らの学びの成果（以下「学修成果」という。）や自

己点検・評価の結果、社会情勢や教育環境の変化等

を踏まえた適切な見直しが行われているか 等 

②
授
業
科
目
・
教
育
課
程
の
編
成
実
施 

大学全体 複数の教職課程を通じた

授業科目の共通開設など

全学的な教育課程の編成

状況 

複数の教職課程間における授業科目の共通開設は、

開設に責任を負う学科等の強み・特色を生かしつつ

適切に行われているか 等 

教職課程の授業科目の実

施に必要な施設・設備の

整備状況 

ＩＣＴ（情報通信技術）環境（オンライン授業含む）、

模擬授業用の教室、関連する図書など、教職課程の

授業科目の実施に必要な施設・設備が整備されてい

るか 等 

学科等 教育課程の体系性 法令及び教員の養成の目標及び当該目標を達成す

るための計画と対応し必要な授業科目が開設され

適切な役割分担が図られているか、教職課程以外の

科目との関連性が適切に確保されているか 等 

ＩＣＴの活用指導力な

ど、各科目を横断する重

要な事項についての教育

課程の体系性 

教員として身に付けることが必要なＩＣＴ活用指

導力の全体像に対応して各科目間の役割分担が適

切に図られているか、到達目標や学修量が適切な水

準となっているか 等 

 

キャップ制の設定状況 １単位当たりの学修時間を確保する上で有効に機

能しているか 等 

 

教育課程の充実・見直し

の状況 

学修成果や自己点検・評価の結果等を踏まえて充実

が図られ、適切な見直しが行われているか 等 

 

別表 
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 レベル 項目 観点の例示 

授業科目 個々の授業科目の到達目

標の設定状況 

法令、教員の養成の目標及び当該目標を達成するた

めの計画、学習指導要領及び教職課程コアカリキュ

ラムへの対応が図られているか 等 

シラバスの作成状況 教員の養成の目標及び当該目標を達成するための

計画と授業科目との関係、授業科目の目的と到達目

標、内容と方法、計画、成績評価基準、事前学修と

事後学修の内容等が明確に記載されているか 等 

アクティブ・ラーニング

やＩＣＴの活用など新た

な手法の導入状況 

授業科目の到達目標に応じ、少人数のアクティブ・

ラーニングやＩＣＴを活用した新たな手法を導入

し、「考える」「話す」「行動する」などの多様な学び

をもたらす工夫が行われているか 等 

個々の授業科目の見直し

の状況 

学修成果や自己点検・評価の結果等を踏まえて充実

が図られ、適切な見直しが行われているか 等 

教職実践演習及び教育実

習等の実施状況 

教職課程において特に重要な役割を果たす教職実

践演習、教育実習（学校体験活動含む）は、事前指

導・事後指導を含め、大学の主体的な関与の下で適

切に行われているか 等 

③
学
修
成
果
の
把
握
・
可
視
化 

大学全体 成績評価に関する全学的

な基準の策定・公表の状

況 

成績評価基準に基づく評語と授業科目ごとに定め

られている到達目標の達成水準との関係等が明ら

かにされているか 等 

学科等 成績評価に関する共通理

解の構築 

同一名称の授業科目を複数の教員が分担して開講

している場合に成績評価の平準化を図ることがで

きているか 等 

教員の養成の目標の達成

状況（学修成果）を明らか

にするための情報の設定

及び達成状況 

教員の養成の目標の達成状況を明らかにするため

の情報が適切に設定されており、それがどの程度達

成されているか、教職実践演習に向けた「履修カル

テ」を適切に活用できているか 等 

授業科目 成績評価の状況 各授業科目の到達目標に照らしてできるだけ定量

的又は定性的に達成水準を明らかにし、厳格に点

数・評語に反映することができているか、公正で透

明な成績評価という観点から達成水準を測定する

手法やその配点基準があらかじめ明確になってい

るか 等 

④
教
職
員
組
織 

学科等 教員の配置の状況 教職課程認定基準（平成 13年７月 19日教員養成部

会決定）で定められた必要専任教員数を充足してい

るか 等 

教員の業績等 担当授業科目に関する研究実績の状況、担当教員の

学校現場等での実務経験の状況 等 

 



16 

 レベル 項目 観点の例示 

職員の配置状況 教職課程を適切に実施するため、事務組織を設け、

必要な職員数を配置できているか 等 

ＦＤ・ＳＤの実施状況 いわゆる教科専門の授業科目を担当する教員や実

務家教員も含め、教員の養成の目標及び当該目標を

達成するための計画への理解をはじめ教職課程を

担う教員として望ましい資質・能力を身に付けさせ

るためのＦＤ・ＳＤが確実に実施されているか、適

切な内容が実施できているか、実際に参加が確保で

きているか 等 

授業科目 授業評価アンケートの実

施状況 

個々の授業科目の見直しに繋がるＦＤの機会で活

用できるように、効果的な授業評価アンケートの作

成・実施が行えているか 等 

⑤
情
報
公
表 

大学全体 学校教育法施行規則（昭

和 22年文部省令第 11号）

第 172 条の２のうち関連

部分、教育職員免許法施

行規則第22条の６に定め

られた情報公表の状況 

法令に定められた情報公表が学外者にもわかりや

すく適切に行えているか 等 

学修成果に関する情報公

表の状況 

大学が必要な資質・能力を備えた学生を育成できて

いるかどうかを、エビデンスとともに説明できてい

るか 等 

 

教職課程の自己点検・評

価に関する情報公表の状

況 

根拠となる資料やデータ等を示しつつ、わかりやす

い自己点検・評価の評価書を公表することができて

いるか 

 

⑥
教
職
指
導
（
学
生
の
受
け
入
れ
・
学
生
支
援
） 

学科等 教職課程を履修する学生

の確保に向けた取組の状

況 

教職課程に関する積極的な情報提供の実施ができ

ているか、教員の養成の目標に照らして適切に学生

を受け入れているか 等 

学生に対する履修指導の

実施状況 

必要な体制や施設・設備を整えた上で、個々の学生

の教職に対する意欲を踏まえつつ、学生に教職課程

の履修に当たって学修意欲を喚起するような適切

な履修指導が行えているか、「履修カルテ」を適切に

活用できているか 等 

 

学生に対する進路指導の

実施状況 

学生に教職への入職に関する情報を適切に提供す

るなど、学生のニーズに応じたキャリア支援体制が

適切に構築されているか 等 
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 レベル 項目 観点の例示 

⑦
関
係
機
関
等
と
の
連
携 

大学全体 教育委員会や各学校法人

との連携・交流等の状況 

教員の採用を担う教育委員会や各学校法人と適切

に連携・交流を図り、地域の教育課題や教員育成指

標を踏まえた教育課程の充実や、学生への指導の充

実につなげることができているか 等 

教育実習等を実施する学

校との連携・協力の状況 

教育実習を実施する学校と適切に連携・協力を図

り、実習の適切な実施につなげることができている

か、学校体験活動や学習指導員としての活動など学

校現場での体験活動を行う機会を積極的に提供で

きているか 等 

学外の多様な人材の活用

状況 

学外の諸機関との連携の下、教育課程を充実するた

めに学外の多様な人材を実務経験のある教員又は

ゲストスピーカー等として活用することができて

いるか 等 

 


